
江戸川女子中学・高等学校いじめ防止基本方針 

 

 本校では「いじめ防止対策推進法」（以下「法」という。）第１３条の規定及び「東京都いじめ防

止対策推進条例」に基づき策定された「東京都いじめ防止対策推進基本方針」を基本とし、以下の

「江戸川女子中学・高等学校いじめ防止基本方針」を策定しました。 

 

 

１ いじめ防止のための基本的な考え方 

 

１）いじめとは 

「いじめ」とは、いじめを受けたとされる当該生徒が、一定の人間関係にある者から、心理

的、物理的攻撃を受けたことにより、精神的な苦痛を感じているものとする。いじめの事例

は学校の内外及びインターネット上で発生したものを問わない。 

 

２）本校の基本理念 

「いじめ」は、いじめを受けたとされる当該生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その

心の健全な成長及び人格形成に重大な影響を与えるだけでなく、その生命・身体に重大な危

険を生じさせる行為である。 

 本校では、全生徒がいじめを行うことがなく、いじめを認識しながらこれを放置すること

がないよう指導を徹底するとともに、いじめはいじめられた生徒の心身に深刻な影響を及ぼ

す絶対に許されない行為であることについて生徒が十分に理解できるように、いじめの防止

のための指導・対策を講じるものとする。 

 

３）いじめの禁止 

法第４条「いじめを行ってはならない。」の徹底を図るものとする。本校では理由の如何

を問わず、いじめを行った方が悪いとの立場を厳守し、いじめ行為には厳然と対処・処分を

行う。 

 

４）教職員の認識すべき事項 

いじめの防止に関しては、本校全職員に以下の５点の認識を徹底する。 

① いじめはどの生徒にも起こりうることであり、またどの生徒も被害者にも加害者にもな

りうることを認識し、日常的に生徒の行動を正確に把握する。 

② 生徒及び教職員がいじめとは何かについて日常的に意識するために、いじめにあたる具

体例を今回設置する「江戸川女子中学・高等学校いじめ防止対策委員会」により常に示

し、道徳心の向上に努める。 

③ いじめの未然防止のために、生徒が主体的に参加できるような学級づくり、授業づくり、

学校づくりを行う。 

④ いじめは周囲が気づきにくい形で行われる場合が多いため、早期発見についてはささい

な兆候に対しても、いじめにあたるのではないかという疑いを持って、積極的に対処す

る。 

⑤ いじめの報告を受けた場合は、特定の教職員で抱え込むことなく、組織的に被害生徒を

守り、加害生徒には毅然とした姿勢で組織的に指導する。 



５）取組目標 

いじめの防止に関する本校の取組目標は、以下の５つとする。 

① いじめの未然防止への取組の徹底 

② いじめの早期発見への取組の徹底 

③ いじめの早期解消への取組の徹底 

④ 関係機関との連携の徹底 

⑤ 教職員研修の充実の徹底 

 

 

２ 江戸川女子中学・高等学校いじめ防止対策委員会の設置 

 いじめ防止の徹底を図るため、「いじめ防止対策委員会」（以下、委員会という）を設置する。 

 

１）委員会は以下の者で構成する。 

校長、副校長、生徒指導部長、中学統括主任、学年主任、学年生徒指導担当、養護教諭、

その他校長が必要と認める者。 

 

２）校長はこの委員会の代表者として、委員会を統括する。 

 

３）委員会は次のことを所掌する。 

① 基本方針に基づく取組の実施 

② 取組の具体的な計画の作成・実行・検証・修正 

③ いじめの未然防止や早期発見への取組 

④ いじめ問題の確認とその対応 

⑤ いじめ問題への具体的な対応策の検討 

⑥ いじめの相談窓口の設置と相談の具体的実施内容 

⑦ 教職員に対するいじめ問題に関する研修の実施 

⑧ 生徒に対するいじめ問題に関する道徳教育の実施 

 

４）委員会の招集は校長が行う。 

 

５）委員会は次の区分で行う。 

① 定例会 

② 臨時会（いじめの兆候を把握した場合や相談情報があった場合、臨時に行う） 

 

６）その他、委員会の運営に必要な事項は、校長が決定する。 

 

３ 本校におけるいじめ防止に関する取組 

 

１）未然防止 

 生徒の豊かな心の育成と心の通う対人交流の能力を養うことがいじめの防止につながる

ことから、校内における以下の諸活動を通じて、健全な人格形成及び社会性を育み、いじめ

の未然防止に努める。 



① 学級（ホームルーム）活動、授業内での取組 

学級活動や授業を通じて、周囲の人たちの関わりの中で生徒が自ら正しく判断して行

動する態度・能力を育成する。具体的にはその場に合わせ「どのような行動が適切か」を

自分で考えて決断し、行動できる能力を育てることによって、いじめに向かわない態度

や利他の精神を身に付けさせ、いじめが起きない環境を作る。また、生徒一人一人の様子

を注意深く見守ることにより、気になる表情や態度の生徒に対して積極的に声掛けをし、

いじめの芽が存在しないかを日常的に確認する。 

 

② 生徒会活動、学校行事、部活動内での取組 

生徒会活動、学校行事及び部活動などの体験活動を通じて、いじめに向かわない生徒

を育成するため、すべての生徒が主体的に活躍できる場面や役割を設定し、生徒が他の

生徒から認められる体験をすることによって、自分が認められている、大切にされてい

るといった自己有用感を高める。また、共同作業の中で、他人の気持ちを共感的に理解で

きる豊かな情操を培うことにより、人間関係の中で、お互いの人格を尊重できる態度を

養う。 

 

③ 個別面談・カウンセリングなどの取組 

日ごろから生徒と接する機会を多く持ち、生徒が教職員と相談しやすい関係を構築す

る。また、定期的に行う生徒との個別面談の時も、面談生徒はもちろん、他の生徒がいじ

めを受けていないか等を確認する。いじめ問題が深刻になる前に、いじめを認知し、速や

かな対応が取れるよう、いじめの芽が存在しそうな状況の生徒とは積極的に面談を実施

し、対処するとともに、スクールカウンセラーとの連携、活用を含め、教育相談体制を整

備する。 

 

２）早期発見 

 いじめはどのような場でも起こりうるという認識を教職員全員が持ち、すべての教育活動

において、生徒の観察を細かく行い、人間関係の小さな変化を察知し、いじめの兆候を見逃

すことのないように努力する。また、下記のような取組によりいじめの早期発見に努める。 

 

① アンケート調査の実施 

 いじめに関するアンケート調査を定期的に行い、いじめの早期発見に努める。アンケー

トは自分のことに限らず、周囲で起きていること、気になることなども記入させ、その際、

いじめと特定できなくても、疑わしい場合も記入するよう指導する。 

 

② 保護者との連携 

     日ごろから保護者との連携を密にすることによって、家庭で生徒の変化に気づいた場合

に学校に気軽に相談してもらえる関係づくりに努める。そのため、学校での生徒の様子や

学校の取組内容を随時家庭に連絡し、保護者との信頼関係の構築に努力する。 

 

③ 相談窓口の周知徹底 

 いじめの相談については、ＨＲ担任が主体的に行うとともに、保健室やカウンセラーな

どの相談窓口があることを生徒や保護者に周知する。 



 

３）早期対応 

 いじめの連絡や相談を受けた場合、速やかに被害者の安全を確保し、会議を臨時に開き、

当該のいじめに対して組織的に対応する。 

 

① 被害者の保護 

 いじめの行為を確認した場合、いじめられている生徒を守ることを第一とし、全職員が 

協力して被害者の心のケアに努める。また、被害者の保護者に速やかに連絡を取り、状況

の説明を行うとともに、家庭での心のケアや見守りを依頼し、協力して対応する。 

 

② いじめの実態の把握 

     被害者、加害者及び周辺生徒から十分に話を聞き、いじめの実態を確認する。また、ア

ンケート調査等を実施し、速やかにいじめの実態を把握する。 

 

③ 加害者への対応 

     加害者に対しては、いじめをやめさせ、毅然とした姿勢で指導する一方、しっかりと寄

り添い、社会性の向上等、生徒の人格の成長に主眼を置き指導にあたり、いじめを繰り返

さないよう指導する。 

 また、加害者の保護者に速やかに連絡を取り、状況の説明を行うとともに、被害者やそ

の保護者への対応に関して必要な助言を行うなど協力して対応する。 

 

④ インターネット上のいじめへの対応 

日頃よりインターネットの使用に関するモラルを指導するとともに、もし生徒がイン

ターネット上に不適切な書き込みを行った場合、被害の拡大を防ぐため、削除させるなど

の指導を行い、削除できない場合は、プロバイダに削除を求めるなど速やかな措置を行う。 

 

４）重大事態への対処 

    いじめ行為により、被害生徒が生命、心身または財産に重大な被害を受けた疑いがある場 

合、または、いじめ行為により、相当な期間学校を欠席せざるを得ない状況になっている疑 

いがある場合など、重大事態と判断される時は、次の対処を行う。学校内だけで解決が困難 

な場合は、事案に応じ、第三者機関と連携し、いじめの解消に向けた対応を図る。 

 

① 重大事態調査委員会を設置 

構成メンバーは上記「いじめ防止対策委員会」のメンバー及びスクールカウンセラーと 

する。 

 

② 発生報告 

重大事態が発生した事実を江戸川学園理事会及び東京都生活文化局私学部に報告する。 

 

③ 実態把握 

当該事案に対する調査を実施し、事実関係を速やかに把握する。 

 



④ 被害者保護 

いじめの被害を受けた生徒の生命・身体の安全を確保するとともに、情報を提供した生

徒の安全を守るための措置を講ずる。 

 

⑤ 加害者対応 

いじめの加害生徒に対しては、毅然とした対応を取り、速やかにいじめをやめさせると

ともに、しっかりと寄り添い、いじめを繰り返さないよう指導する。 

 

⑥ 調査結果報告 

調査結果については江戸川学園理事会及び東京都生活文化局私学部に報告するととも

に、いじめを受けた生徒と保護者に対し、事実関係その他必要な情報を積極的に適切な方

法で提供する。 

 

⑦ 東京都（私学部）への報告  

上記調査結果については、東京都生活文化局私学部に報告する。 

 

⑧ 解消と再発防止 

いじめの被害を受けた生徒に対しては、継続的な心のケアを行うなど、落ち着いてその

後の学校生活が送れるよう支援する。また、適切な学習に関しての支援も行う。加害生徒

に対しては、適切かつ継続的な指導を行い、再発防止に努める。 

さらに、当該事態に真摯に対応し、新たないじめが発生することを防止する。 

 

５）本校のいじめ対応組織図 

① 校内組織                              

               校 長  

         

               副校長  

 

 

被害生徒  相談を受けた教員   生徒指導部長      ＨＲ担任          被害生徒 

報告生徒   発見した教員    中学統轄主任      養護教諭      保 護 者 

学 年 主 任      生徒指導担当 

                    関係教員 

 

   警察・関係機関         ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ                      加害生徒 

               

１．被害生徒からの相談ないし、いじめ現場を発見した場合、生徒指導部長に報告する 

２．生徒指導部長が連携の核となり、中学統括主任・学年主任とともに、副校長・校長に報

告後、ＨＲ担任などの関係教員に連絡し、被害生徒への対応を始める。 

３．ＨＲ担任、生徒指導担当を中心に、相談を受けた教員とも連携し、被害生徒の了承を得

ながらいじめの実態を把握する。 

４．被害生徒の了承を得ながら、加害生徒への指導を速やかに開始する。 



５．ＨＲ担任から被害生徒及び加害生徒の家庭へ連絡する。 

６．スクールカウンセラーの協力や助言を受け、被害生徒・加害生徒及び、その保護者への

カウンセリングを行う。 

７．必要に応じて関係機関への報告、対応を行う。  

 

② 重大事態発生時の報告・相談 

 

 

         東京都生活文化局私学部 

 

江戸川女子中学・高等学校いじめ重大事態調査委員会      第三者機関他 

 

江戸川学園理事会 

 

    

 

 


